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Abstract
The rapid changes in contemporary society have placed significant psychologi-
cal and physical burdens on individuals. Against this backdrop, there has been
growing interest in the emotion of awe which contributes to well-being and re-
silience. This study aims to clarify the process by which spatial design that
encourages awareness of environmental sounds can transform perceptual frame-
works. Employing a Research through Design approach, the study conducted
three investigations using sound installation works and the Modified Grounded
Theory Approach (M-GTA). The findings from each investigation were sequen-
tially reflected in the next spatial works. As a result, the study identified a
distinctive process unique to the experience of attentive listening and suggested
that such experiences can facilitate new forms of perceptual learning. Further-
more, key design elements essential for creating spaces that prompt awareness of
environmental sounds were revealed, leading to the proposal of concrete design
outputs. This research presents a new form of practice that alters perceptual
frameworks through the medium of ambient sounds—sounds that are ordinarily
taken for granted in everyday life.
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1　はじめに

真夏の田舎の路線バスに揺られながら、私はいつもの東京のバスとは異なる静けさを感

じていた。広告の少なさ、長いバス停の間隔、アナウンスの不在がその主な要因だった。

しかし「静かだ」と思った瞬間、海風やエンジンの音が聞こえ、それまで無意識に環境を

編集して認識していたことに気づいた。この発見は私の世界の見方を揺るがし、認識の枠

組みの存在を意識させた。何かのきっかけで音に意識が向き、その音が初めから存在して

いたと知り、認識の枠組みの存在に気が付く。この経験を通じ、私は世界をありのままに

捉えられていないのではないかと考えさせられ、認識の枠組みの更新を迫られた。

Keltner & Haidt（2003）は、畏敬の念（Awe）の特徴について「perceived vastness（知

覚された広大さ）」と「need for accommodation, defined as an inability to assimilate an

experience into current mental structures（認識の枠組みの変更の必要性）」を挙げている。

バスでの体験は、バスの外の広大な世界の存在を実感させると同時に、認識の枠組みの変

化に伴う戸惑いをもたらした。これは畏敬の念の特徴と一致しているといえる。

現代では不確実性に適応する力が求められ、畏敬の念がレジリエンスを高める可能性に

ついて指摘されている（Thompson, 2023）。Kabat-Zinn（1990）によって、マインドフル

ネスを用いたストレス低減法が提唱されて以来、様々な研究が進んでいる。例えば「畏敬

の散歩」やマインドフルネスは、認識の更新を促し、ウェルビーイングの向上に寄与する

（Fessell & Reivich, 2021）。何が起こるか予測しづらい現代において、デザインを通じて

認識の枠組みの存在に意識的になり、状況に応じて枠組みを変更することができれば、不

安やストレスを抱える現代社会においてウェルビーイングに資する新たなライフスタイ

ルを獲得できるのではないか。

2　先行研究とリサーチクエスチョン
—環境と、それを感知する私との関係について

バスでの体験を一般化し、環境音への注意を喚起する方法や、認識の枠組みが変容する

プロセスを検討するうえで、参照しておくべき先行研究の領域としては、次の 3つがある。

2.1　先行研究 1：音と人の関係性—サウンドスケープという領域から

サウンドスケープは、「サウンド」と「～の眺め」を意味する「スケープ（scape）」を組

2



環境音への注意を喚起するデザインが認識の枠組みを変容させていくプロセス（久永）

み合わせた言葉であり、「人々が聴覚を通じてどのように音を聞き、意味づけ、価値づける

のか、という問いを研究するための概念である」（岩宮，2006）。カナダの作曲家 Schafer

が提唱し、視覚偏重の文化への批判として、聴覚の重要性を再評価する目的があった（鳥

越，1990）。さらに、五感を統合した全身的な感覚で環境を捉える視点を提供する概念と

しても位置付けられている。

Schaferがサウンドスケープの思想を編み出した背景には、都市の騒音問題がある。「騒

音公害は今や世界的な問題である。どうやら我々の時代に至って世界のサウンドスケープ

は劣悪の極みに達したようだ」（Schafer,1977）と嘆き、問題への関心を高めるために「音

の美的価値」に着目し、多くの人々の関心を引くことに成功した（岩宮，2006）。この考

え方は都市計画にも応用され、日本では公園の音環境の研究が行われ、住環境デザインに

影響を与えた（葛・外尾，2005）また、教育分野では Schaferの「サウンド・エデュケー

ション」が環境学習に活用され、人と音の関係性を見直す試みが進められている（神林，

2009）。さらに、日本の俳句における音環境の変遷分析（永幡ら，1996）や、トイレ用擬

音装置（音姫）の研究（岩宮・植田，2010）など、サウンドスケープは多分野に広がって

いる。

サウンドスケープ研究は、騒音の管理や環境音の保全に重点を置いてきた。しかし、音

がどのように認知され、意味づけられるのか、また音に耳を澄ませることが認識の枠組み

にどのような影響を与えるのかは十分に議論されてこなかった。

2.2　先行研究 2：人と環境のインタラクション—認知科学の領域から

Gibson & Gibson（1955）は、知覚できなかったことを学習する過程を「知覚学習」と

定義し、知覚の発達には「豊富化説」（過去の経験を活用）と「分化説」（環境を精緻に識

別）の二つのアプローチがあるとした。また、Clancey（1997）は「環境に埋め込まれた

認知（Situated Cognition）」の概念を提唱し、認知は個人の内部活動だけでなく、環境と

の相互作用によって深まると論じた。これを踏まえ、諏訪（2005）は、身体と環境の関係

性を築く過程として「メタ認知的言語化」を提唱し、歌唱やスノーボードの熟達研究を通

じて、言語化が認知向上と熟達を促すことを示した。

認知科学の研究は、知覚の変化を解明する一方で、そのプロセス自体の詳細には踏み込

んでいない。また、熟達研究は特定のスキル向上に焦点を当てており、日常生活における

聴覚を含めた五感の活用や認知の発達には十分適用されていない。もし、五感をより鋭敏

にして環境に対して注意力を高めて生活することも「熟達」と呼べるならば、特定のスキ

ルではなく、五感という知覚を洗練させるプロセスを解明する必要がある。しかし、この

点についての理論は未だ確立されていない。
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2.3　先行研究 3：大きなものとのつながり—心理学の領域から

Keltner & Haidt（2003）は、畏敬の念（Awe）を「perceived vastness（知覚された広

大さ）」と「need for accommodation, defined as an inability to assimilate an experience

into current mental structures（認識の枠組みの変更の必要性）」という二つの要素で特徴

づけた。畏敬の念を抱くと、自己が委縮し他者に対して善くあろうとする傾向があるとさ

れる。日本では、道徳教育において畏敬の念が重視され、「生命を慈しみ、畏れ、敬う」姿

勢を育む要素として位置づけられている（文部科学省，2017）。

畏敬の念は宗教や文学など幅広い領域で扱われてきたが、Keltner & Haidt（2003）によ

り理論的枠組みが整理され、多くの研究が進められた。畏敬の念は、自己の小ささ（Small

Self）を喚起し、利他的行動を促し、新たな価値観や信念の形成につながるとされる（Preston

& Shin, 2017）。環境教育においても、自然との関係を深める要素として畏敬の念が議論

されている（谷口，2011）。神経生理学や向社会性の観点からは、畏敬の念が心身の健康に

寄与する可能性が示唆されている（Monroy & Keltner, 2023）。Schaffer et al.（2024）の

システマティックレビューでは、畏敬の念のトリガーとして、自然環境や「vastness」と

「need for accommodation」を中心とした認知プロセスが重要であることが確認された。

畏敬の念の要素や影響については研究が進んでいるものの、どのような体験が畏敬の

念を涵養するのか、そのプロセスは十分に解明されていない。VRを用いた視覚情報と音

楽による実験（Chirico & Gaggioli, 2019 April）や、音楽を用いた畏敬の念の喚起（Ji et

al., 2021）などの研究は行われているものの、身近な環境音に着目して畏敬の念の形成過

程を追った研究はいまだ途上段階といえる。

2.4　リサーチクエスチョン

バス内での偶然の気づきを出発点に、本研究では、何らかのきっかけを通じて音に耳を

澄ませ畏敬の念を育むような「注意を喚起するデザイン」を施した空間設計と、聴覚を

端緒に畏敬の念を涵養するプロセスを理論化することを目指す。本研究では次の 2つの問

い、すなわち①環境音への注意を喚起する空間デザインとはどのようなものか、②どのよ

うなプロセスで認識の枠組みが変化するのか、について取り組む。

3　方法論

本研究の出発点であるバスでの体験は、様々な現象が複合的に絡まり合った、膨大な
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変数を持つ出来事である。そのため本研究では、探索的なアプローチであるリサーチス

ルーデザイン（RtD）と、質的調査手法の修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（M-GTA）を用いて調査を行う。

3.1　リサーチスルーデザインという手法

Frayling（1993）は、アーティストやデザイナーの研究を Research into art and design・

Research through art and design・Research for art and design の 3つに分類し、このう

ち Research through Design（RtD）を、デザインの実践を通じて新たな知見を得る方法

として提唱した。しかし、Fraylingは RtDの具体的な方法を明確にせず、定義に曖昧さ

があった。そこで Zimmerman et al.（2007）はHuman-Computer Interaction（HCI）分

野での研究をもとにRtDを「デザイン成果物を通じた知見の統合と探究」として整理し、

問題解決の手法としての可能性を示した。またKoskinen et al.（2011）はRtDの実践現

場を Lab、Field、Showroomに分類した。国内でも北崎ら（2019）、Miyoshi（2020）、東

條ら（2021）がRtDを用いた研究を進め、実践的なアプローチとして発展を続けている。

ただし定義の不明確さや実践のハードルの高さが指摘されて、デザイン研究の方法論とし

ての確立には課題が残る（曽我ら，2024）。

筆者のバスでの体験は、意図的にデザインされた空間ではなく偶然生じたものであり、

化学実験のような統制された環境ではない。畏敬体験は無数の変数を含む環境で生じる

ため、分析的に変数を特定するのではなく、全体的な視点で研究を進める必要がある。ま

た、西洋近代科学の分析的・二元論的思考は、対象をコントロール可能なものとして扱う

基礎を築き、環境問題や社会的不均衡の一因となってきた（Casanova & Cortés, 2022）。

サウンドスケープの提唱者 Schaferも騒音公害への批判を展開しながら「あらゆる音が音

楽の対象になりうる」という視点を示し、自然と都市の二項対立を超える可能性を模索し

ていた（庄野，1990）。本研究の対象である「環境音への注意を喚起するデザインを通じ

た認識の枠組みの変更」は偶然発生するものであり、それを再現・検証するためには、空

間を制作し改善を重ねるホリスティックなアプローチが求められる。調査を通じた実践的

な知見の獲得を目的とするRtDがこの研究に適していると考え、本研究の方法論として

採用することとした。

3.2　M-GTAを用いた理論生成

M-GTAは、データに密着した分析から独自の理論生成を可能とする質的研究法である

（木下，2007）。この手法の活用に適した研究としては、研究結果が応用され社会的な場に

適応されるような、実践的な研究活動が挙げられる。
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分析の手続としては、まず研究テーマを決めるところから始まる。結果物となるストー

リーラインは、読み物として読まれてしまったり、すでに分かっている情報の羅列のよう

に感じられたりしてしまうため、研究テーマで意義のある問いを設定することで、アカデ

ミックな価値を担保する。次に、分析テーマを設定し、データの分析に入る。M-GTAで

は、分析ワークシートを用いて、類似のデータを抜き出してはワークシートに書き込み、

そのデータの意味を検討し概念名をつける、という作業を繰り返す。その中で以前生成し

た概念が解体されたり名称が変更されたりすることは多分にある。これらの生成された概

念同士の関係性を検討していくことで、カテゴリーが生成され、全体のプロセスが見えて

くる。

本研究は、環境音への注意を喚起するデザインを施した空間が参加者に与える影響を問

う、空間と参加者の相互作用にかかわる研究でもある。調査は一瞬の出来事ではなくある

程度の時間の幅を持ちながら体験され、また体験後の認識にまで影響を与える性格のもの

である。また、体験者の認識の枠組みの変化というプロセスや、どのような反応をするの

かという点に調査の焦点を置いている。これらの理由から、社会的相互作用や人間行動の

説明・予測に優れたM-GTAは、本研究に適していると考えられる。また、最終的に畏敬

の念を涵養する空間の設計を目指す本研究にとって、M-GTAが実践的活用を前提として

いるという点も選択理由といえる。空間設計と調査、そしてM-GTAによる分析というサ

イクルを回しながら空間デザインを検証することで、無数の変数を含む調査環境に対する

妥当性を担保する。

3.3　 3つの調査の概略

第一調査として、筆者が空間作品を制作し、ノートに記入してもらった鑑賞者からの感

想をM-GTAで分析した。その結果、音に耳を澄ますことが想像力を刺激し、日常への新

たな期待を促すプロセスが明らかになった。第二調査では、第一調査の知見をもとに、環

境音に耳を澄ませる工夫を施した空間を制作し、体験者の認識の枠組みがどのように変

化するのか、インタビューとM-GTAを用いて調査した。また、この体験が畏敬の念の涵

養につながるかを検証するため、畏敬の念を計測する尺度であるAWE-S（Yaden et al.,

2019）の日本語版（Takano et al., 2023）を用いた。データ分析の結果、音に耳を澄ませ

ることが、認識の枠組みに変化を与えるプロセスを促進し、畏敬の念をいだかせる傾向

があることが確認された。第三調査では、聴覚に加えて、全身の感覚を伴う体験に着目

し、五感を鋭敏にして環境と接する工夫を施した空間を制作した。空間の体験後にはグ

ループディスカッションを行い、参加者の気づきを記録し、M-GTAで分析した。また、

AWE-Sによるアンケート調査も実施し、空間体験の畏敬の念への影響も検討した。その

結果、ディスカッションによって言語化を促すことで理解が深まり、新たな認識の学習が
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促されるというプロセスが抽出できた。また、AWE-Sの数値が体験後に上昇し、畏敬の

念が涵養されたことが確認された。

本研究は、インスタレーション作品《ノイズ》《試聴室》《街音浴》の 3つを調査対象と

して用い、調査の確実性を高めるトライアンギュレーションを採用した。RtDの特性上、

研究者の主観が強く影響する可能性があるが、トライアンギュレーションとの組み合わせ

で、バイアスの排除と客観性の補強を試みた。

4　第一調査：《ノイズ》を用いた調査

4.1　第一調査の概要

2024年 1月、《「ノイズ」への傾聴態度を転換させ想像力を刺激するサウンドスケープ

デザイン》（以下、《ノイズ》と記す）を展示した。場所は、大学の地下二階大倉庫（幅約

30m、奥行き 2ｍ、高さ 3ｍ）。天井を這う排水パイプや換気ダクト等から断続的に音が

生じているこの場所に、天井からつるした幅 30ｍ高さ 1.5ｍの薄い白布と、その向こう

側に日常で聞こえる音（傘が地面を突く音、さらにフォークが当たる音など）を発生させ

る装置 7台を設置した。非日常的な暗い倉庫の中にどこか聞き覚えのある音が響き、布の

向こう側でうっすらとその音源がライトアップされている。通常であれば認識の枠組みに

よって無意識のうちにふるい落とされてしまうような音だが、ぼやけた装置に目を凝らす

なかで、おのずと聴覚も鋭敏になっていく。そして、倉庫固有のダクト音などと装置の音

が溶け合い、環境と作品の境界も曖昧になる。そんな狙いでこの場所を選定した。展示の

フロアマップと展示風景、布の向こう側に設置した装置の写真を以下に示す（図 1、2）。

図 1　展示空間を示したフロアマップ
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図 2　展示風景（左：展示空間、中：ペンの落下音発生装置、右：傘が床を突く音発生装置）

4.2　M-GTAを用いた体験プロセスの抽出

感想ノートに、50名を超える来場者からのコメントをもらった。他の鑑賞者がいる中

での記入ということもあり短い文章が中心で、また関係者からの感想も多かったが、それ

でも 30名以上は不特定多数の来場者であると確認できた。コメントを残した人の意見の

みが集積しているため、今回の調査で得られるのは「音に耳を澄ませる体験から一定程度

影響を受けた人」がどのようなプロセスで想像力への刺激を感受したか、という条件付き

の調査結果といえる。

感想は個人が特定できないよう匿名化処理を行った。それを「傾聴態度の変化が畏敬の

念を涵養するプロセス」を分析テーマに設定し、分析焦点者を「音に耳を澄ませる体験を

通じて想像力への刺激を受けた人」と設定して、M-GTAを用いて分析した。以下では、

表 1に示した概念「日常の音に気づく」を例に、分析手順を実際に提示する。

「普段意識していないノイズ」に耳を傾けて、[...]この感想を書くときにしゃ

がむのも、ひざと床がぶつかるノイズを生み出しているよね（A氏）

いろんな、無意識にスルーしている音を、聴覚だけでなく、視覚的にも面白く

展示されていて、これほど音に集中したのは不思議な感覚でした。特にペッ

トボトル（？）の中を移動する空気の音はきれいだなと思いました。（B氏）

など複数の回答に着目した。筆者はこの部分を、日常生活の中で聞いたことがある音に改

8



環境音への注意を喚起するデザインが認識の枠組みを変容させていくプロセス（久永）

表 1　分析ワークシート例：「日常の音に気づく」

めて気づき、見落としていた存在や美的価値を再発見し、意識的に注意を向けている、と

解釈し、「これまで意識を傾けることのなかったノイズの存在に意識が向く」と定義した。

また、理論的メモには別の解釈の可能性やほかの概念との関連などを考え付けば記載し、

プロセスの考察に役立てた。

このようにして、分析ワークシートを用いて概念の有効性を確認しながら分析を進め、

新たな概念が生成されなくなるまで整理され「理論的飽和化」したとき、分析を終了した。

4.3　《ノイズ》を用いた調査から得られた体験のプロセス

分析の結果、6概念が抽出できた。以下に「《ノイズ》を用いた体験のプロセス」の結果

図を掲載する（図 3）。ストーリーラインを記載した後、それぞれの概念を説明する。

図 3　《ノイズ》を用いた体験のプロセス（結果図）
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ストーリーライン

「展示の概要を記したコンセプトパネルに目を通した後に展示空間に足を踏み入れる

と、日常のどこかで聞いたことがあるような、通常ノイズとしてふるい落とされ意識に上

らない音が空間を満たしていることに気づく。そして、それらのささやかな音に耳を澄ま

せる過程で、自分の足音や呼吸音、そしてこの空間に在る水道管や排気ダクトなど、作品

の外側に広がる現実空間の音にまで意識が及び、作品と現実の境界が曖昧になり、作品と

現実がリンクする。作品鑑賞後も作品と現実のリンクが続き、認識の枠組みが変化してい

ることに気づく。そこから二種類の反応が見られる。一つは体験者の能動的な感情で、こ

の認識の変化によって、何か新しいことが発見できるのではないか、なにか見つけたい、

と日常に期待をする反応。もう一つは、受動的な反応で、空間体験を通じて、視覚ではと

らえていなかったものや、ここにないものが想起されるという反応だ。認識の枠組みが変

化するまでのプロセスはリニアに起こっていたが、その先の日常への期待と想起の促進

は、鑑賞者によって反応は分かれていた。そして、この展示は聴覚への意識を高める展示

だったものの、一連のプロセスにおいて、視覚は常に意識されていた。」

日常の音に気づく（図：黄色部分）

体験者は、《ノイズ》空間に足を踏み入れると、薄暗く細長い非日常的な空間の中で、何

らかの音が断続的に発生していることに気づく。「聴こうと集中したら自分の靴の音や服

の音も気になってしまうくらい耳を澄ませてしまいました」という記述や、聴覚への集中

を実感したという記述からは、空間の静けさやしつらえが、鑑賞者の集中力を高め、音へ

意識を集中するよう促していたことが分かる。

日常で音に集中するきっかけはなかなか出会わない。特殊な空間デザインがきっかけ

となって音に集中することで、そこで聞こえてくる音が、日常の中で聞いているはずの音

だと気づく。

現実とリンクする（図：水色部分）

体験者は、装置の音に意識を集中させる過程で、倉庫を這う配管から聞こえる水の音、

ダクトから聞こえる排気の音、自分の足音や服がこすれる音、呼吸音など、装置以外の音

にも意識が向く。その過程で、作品とそれ以外の境界が曖昧になり、接続される。

「『ふだん意識していないノイズ』に耳を傾けて、かつ、自分もアートの一部になる」、

「道の途中の水の流れるところが、現実とリンクして善かったです」。これらの記述から、

制作物ともともとあった環境の境目が溶け合い、リンクしていく様子がうかがえる。
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枠組みの変化（図：赤色部分）

前のフェーズで、作品と現実の境界線が撹拌されたことで、これまでの視覚中心の世界

認識に対する信ぴょう性が疑われ、認識の誤差を補正しようと、認識の枠組みに変更が加

わる。

「音を害さないようにそろそろと歩き、耳を澄ませる行為自体が既に少し日々の見方を

変えてくれた気がします」「この通路がとても長くそして短く感じる場所でした」という

言葉は、従来の認識が変化し、違和感や新しい感覚への戸惑いからくるコメントであるこ

とが推測できる。

日常ヘ期待する（図：緑色部分）

以上のような 3つのフェーズを経て、日常を認識する枠組みが変化し、これまでとは違

う世界とのかかわり方や、未知との遭遇ができるのではないかという期待が高まる。

「無意識に意識を傾け、僕も何か発見出来たら日々の生活もより面白くなりそうだなと

思いました」「耳で、1つ 1つゆっくり焦点を当てて日常を聞いてみたくなりました」。こ

れらの記述からは、認識の枠組みの変更を経て、日常生活の中でこれまで出会えていな

かった何かとの出会いへの期待や、新しい視点で世界を眺めることへのワクワク感が読み

取れる。

想起を促す（図：グレー部分）

日常への期待が喚起されるのとは別の方向性として、これまでの視覚偏重な環境との接

し方に変更が加わることで、視覚以外の感覚を通じた環境の把握が始まり、見えないもの

のイメージが想起される。

傘の音が特定の記憶を呼び起こし、見えないもののイメージが補完されていく体験を心

地よく感じたという記述から、視覚情報とは一線を画した情報のインプットによって、イ

メージ・情景が想起されていることが示唆された。

視覚は排せない（図：紺色部分）

上記のように一通りのプロセスを記述してきたが、全体を通して視覚に対する意識は常

にあることが分かった。聴覚を敏感にさせることが空間設計の念頭にあったが、それは裏

を返せば、視覚への依存度を下げる方法の模索でもあった。目隠しで完全に視覚を遮って

しまえば、音に意識を集中させる体験というよりむしろ、視覚を遮られる体験として、鑑

賞者に認識されてしまう。そうなれば、単なるイベント的な体験として消費され、日常生

活との接続が行われないだろう。だからこそ、「日常とのリンク」を大切にし、視覚を排

さず緩やかに遮ることが、この調査において適切な手法であったと考える。
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5　第二調査：《試聴室》を用いた調査

5.1　《ノイズ》をもとにした新たな調査の装置

第一調査から、「視覚の緩やかな遮断としての布」「視覚以外の感覚の鋭敏化」「日常と

の接続」という 3つのデザイン要素を抽出し、第二調査を行った。デザイン要素の理由に

ついては、第七章で詳細を述べる。今回は環境音への注意喚起のほか、集中をより高める

ために、大きな空間ではなく着座型の小空間を設計した。空間を歩き回ると現実とのリン

クは強まるが、その分、能動的な回遊が音への集中を妨げる可能性があると考えた。着座

によって作り出した受動的に音に耳を澄ます状況によって、注意力が高い状態でプロセス

冒頭の「日常の音に気づく」フェーズが始まることを狙った。

制作したのは、直径約 1m高さ約 1.8mの円柱状の空間で、薄い白布をまとわせ中に椅子

を一脚設置した。視覚情報を一時的に遮断し、音への注意力を高めることが目的である。

しかし、「視覚は完全には排せない」との観点から、真っ暗な空間ではなく、布越しに外

の様子や風の動きをうっすらと感じられる設計とした。これにより、視覚と聴覚の両面を

通じて「現実とリンクする」要素を確保した。本作品は調査後の結果をもとに《試聴室》

と名付けた。外観を図 4に示す。

図 4　《試聴室》（左：試聴室全体像、中： 調査の環境、右：内側上部の開口部）
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5.2　体験の設計と質的研究

参加者（20～ 30代の男女）は大学生 2名と職員 3名と著者の会社の同僚 1名で構成さ

れた。学生に限らず職員や会社員を含めることで、偏りの防止に努めた。しかし、人数や

年齢層が限られているため、さらなる一般化を行うためにはより大人数を対象とした調査

が必要である。

調査ではまず、研究内容には踏み込まず、空間体験の調査を実施している旨を伝え、得

られた情報の処理・保管について説明し、すべての参加者から研究への同意を得た。そし

て参加者に 5分程度作品内にとどまるよう指示した。出入りは自由とし、5分経過時に退

出の確認を行った。結果、6名中 4名が 5分で退出し、1名は途中退出、1名はさらに 5分

滞在した。特定の音環境に依存しないよう、調査はキャンパスの 4地点（工房中庭・工房

室内・ウッドデッキ・ロビー）で実施した。体験後、半構造化インタビューを行いM-GTA

分析、AWE-Sを用いたアンケートで畏敬の念の尺度を計測した。

分析では、インタビュー録音を逐語録化し、「音を聴く体験が畏敬の念を涵養するプロ

セス」をテーマにM-GTAを用いた。印象的な語りを抽出し、多角的に解釈を検討しなが

ら概念を生成。概念間の関係性や対比例、結果図の構築を行い、理論的飽和に達したと判

断した。また、AWE-Sのスコア分析により、畏敬の念の程度を測定した。

5.3　《試聴室》から得られた体験のプロセス

M-GTAを用いた分析によって、大きく 4つのプロセスと、複数の細かなプロセスが抽

出できた。以下に「《試聴室》を用いた畏敬の念の涵養プロセス」の結果図を掲載する（図

5）。また、ストーリーラインを記したのち、それぞれの概念を説明する。

図 5　《試聴室》を用いた畏敬の念の涵養プロセス（結果図）

ストーリーライン

「体験空間は、日常に突然現れた試聴室。中に入ると、この世界の音が印象的に聞こえ
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てくる。まるで世界を試聴しているみたい。周囲を布で覆われて他人の視線を感じない

ため、リラックスして、音に集中することができる。白い布が太陽の光を反射してまぶし

かったり、布が風で揺れたり、聴覚だけでなく、視覚も刺激される。これまで意識してい

なかったが、こんな音が漂っていたんだ、と新しい発見がある。それがとても面白くて、

どんどん興味がわいてくる。持続している音より、突発的に聞こえる音に特に注意が向

く。呼び出されているみたい。まるで通知音のよう。音を聴くと、その発生源が気にな

る。音は誰か・なにかの存在の証明だ。どんなものなのだろう。見えない世界を想像した

くなる。同時に、いままでこの豊饒な音の世界に気づいていなかった自分の感覚を疑い始

める。世界を新たなまなざしと価値観で捉えて、もっと味わいたい。その思いが沸き上が

り、従来の認識の枠組みが揺らぎ、変化していく。」

日常に現れた「試聴室」（図：黄色部分）

《試聴室》に入室すると、環境音の存在感や印象が強くなり、意識的に音を聴くように

なることが発話から読み取れる。「トイレとか、あとは試着室とかそういう感じに近かっ

た」「自分だけの場所っていう感覚はあります」。これらの発話から、他者からの目線を

感じない籠れる場所、プライベートな場所という感覚を誘発したことが読み取れる。そ

のプライベート感が、安心やリラックスを生んでいる。また、〈他者から不可視〉〈安心・

リラックス〉というステップが音への〈集中〉を誘発したことも、ほかの発話から読み取

れた。そのうえで、「水のずっと流れる音と、やっぱり空調ファンの定期的なブオンブオ

ンっていう音。それはずっと変わらず聞こえていた」という発話から、これまで無視して

いたノイズを、しっかりと味わっている様子がうかがえ、意識的に音を聞く姿勢が作られ

ていることが分かる。空間に入ることで、音に対する感度が高まり、〈世界を「試聴」す

る〉こととなる。ちなみに、この「試聴」から《試聴室》と名付けられた。

本調査では第一調査と同様、常に視覚は意識されていた。視界が限定されているから耳

が敏感に反応する、などの発話から、目隠し等で視覚を完全に遮るのではなく緩やかに遮

ることが、試聴室での体験をより強化していることがうかがえる。

世界に「呼び出される」（図：水色部分）

音を発見することによって音に興味が湧き、さらに音を発見する、というサイクルが

回っていた。

「布の擦れる音とか、そういう小さな音に気付けるようになった」という発話からが、

音への感度の高まりや、音を発見できるようになったことへの喜びが読み取れる。その

うえで、「すぐ理解できる音とか普段聞いてる情報に関してはそう出てこないけれど、突

発的に来た、普段聞きなれない音とかその場にない音っていうのには敏感になると思う。

あれ？ みたいな。」「風が吹いて木が、葉っぱが鳴る音ってのは結構やっぱ風が吹いた時

14



環境音への注意を喚起するデザインが認識の枠組みを変容させていくプロセス（久永）

に鳴る音なので、なんかその連続的に音が聞こえてる中で、物が起こった瞬間に鳴る音は

ちょっと耳に入りやすかったかなと思います」という発話もあった。ずっと聞こえている

音ではなく、興味を持って探すことで聞こえてくる単発の音が、珍しいものや不思議なも

のとして発見されていることが読み取れる。

これらの興味と発見のサイクルの中で、これまで意識していなかった音の存在に気づ

き、それらの音で満たされている世界に呼び出される、というプロセスとなる。

五感が鋭敏になる（図：赤色部分周辺）

これまでは主に聴覚が鋭敏になっていたが、音をきっかけとして、身の回りに起こって

いる様々な現象に対して意識が向くようになる。同時に、様々なことを五感がとらえきれ

ていなかったと自覚することで、五感全体への信頼が揺らぎ、研ぎ澄まされる。

「東京ってすげーなって思った。なんか、音にすごいレイヤーがあるから。なん か、そ

この音に誰かがいるっていうのを思った瞬間にすごい、東京ってすげーって思った［...］

音でその人の行動とか、街の状況が、ファって想像できちゃうみたいなのがあったし、同

時に普段見てる街よりも、なんか大きく感じる」「外の空間をすごい感じた。あのちっちゃ

い空間だったから、なんか、井の中の蛙じゃないけど、なんか外にでかい世界がある、み

たいなのをなんか想像させる余地はあった」という発話から、音に耳を澄ませる過程で、

それがどこから聞こえてくるのか、何が起こって聞こえてくるのか、その発生源を思考す

る時間があり、その後、その音の発生源としてあるかもしれない存在や、それを含めたよ

り大きな存在について、考えるようになっていった。この 3つのステップ「音が聞こえる」

「発生源を想う」「存在を想像する」を含んだ、「現象の『通知音』」を受け取るのである。

同時に、五感への不信感も高まっていた。それには、「新たなまなざし」が「新たな価

値観」を生じさせていることに由来する。「大きい空間を、普段感じてないけど、感じる

ようになる感じがする」という発話は、環境がこれまでと異なるものとして認識され、そ

の違いに対して違和を感じていることを示している。

また、自己の認識が一匹の生物に変わり、世界の見え方や物事の考え方が、従来の枠組

みから解放され、価値観が転換していく様子も発話から読み取れた。新しいまなざしが新

しい価値観を育み、それが従来の五感に不信感を与えていた。

認識の揺らぎ（図：オレンジ部分））

そして、最後のプロセスとして、《試聴室》を退出した後の「認識の揺らぎ」がある。そ

の段階では、空間を出た後、自然やそれを含む広い世界の存在を感じ、つながりを感じて、

これまでの世界の見え方が大きく変わっていることに気づく。

「今、自分がどこにいるかっていう環境が見えない中で、上の空だけが見えるという環

境だったので、[...]その自然と自分がつながる感覚」などの発話から、現在いる東京とい
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う都市の中で、それとは対極と思われがちな「自然」とのつながりを感じており、空間入

室前とは大きく異なる認識をしていることが読み取れる。ここから、認識の枠組みに揺ら

ぎが生じているといえる。

5.4　AWE-Sの分析結果

AWE-Sを用いたアンケート調査の結果、平均得点は 3.82点で、基準となる 3.5点を超え

ており、畏敬の念を感じられたと判断することができた。構成する 6つの概念について体

験者の平均得点を見てみると、「Time」は 4.63点で、基準点を大きく上回った。「Vastness」

は3.93点、「Accommodation」は3.82点で、こちらも基準点を上回っていた。一方で、「Self-

loss」は 3.5点、「Connectedness」は 3.46点と、基準点とほぼ同じであり、「Physiological」

は 3.36点で、基準点以下であった。

6　第三調査：《街音浴》を用いた調査

今回は、前回の着座の姿勢を変更し、能動的な情報の取捨選択を抑制して五感への意識

の集中を促すために、寝転がった状態で音を聴く空間体験を調査する。

6.1　体験の設計と質的・量的研究

制作物の概要と研究手法

二子玉川駅から徒歩 10分程度のところにある農園の協力を得て調査を行った。駅近く

の住宅街という都市的な要素と、植物や昆虫であふれる自然的な要素が混在する場であっ

た。調査ではまず地面に白い布を敷き、参加者を上から覆い隠すように布を重ねた。布が

直接顔に触れてしまうと視覚の焦点が合わず、参加者が目をつぶってしまうと考え、また

布が身体に触れると触覚への意識が特に高まってしまうと考え、上の布と体験者の間に一

定の空間ができるよう支柱で布を支えた。制作した空間を図 6に示す。第三調査で取り入

れたデザイン要素の理由については、第七章で詳細を述べる。

第三調査では、空間に入る前にAWE-Sに回答した後、空間に 5分間滞在し、再びAWE-S

に回答。最後にグループディスカッションを行った。円滑にディスカッションを行うため

に、体験空間は 3つ制作し、基本的に 3人で同時にそれぞれの空間に滞在してもらった。

ディスカッションでの会話は「音を聴く体験が認識を変容させるプロセス」をテーマに

M-GTAを用いて分析した。また、AWE-Sの量的データは、空間体験前後の変化を比較
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図 6　《街音浴》体験空間

することで、畏敬の念への影響を分析した。調査では研究同意書を作成し、研究の手続き

や文書の管理方法を説明し、同意の署名ののち調査に参加してもらった。

インタビュー対象者の選定

今回の調査でバイアスの排除のために、公に向けたイベントとして開催し、参加者を募

集した。場所もキャンパスではなく二子玉川の農園で、週末の計 3日間実施した。合計 26

人の参加者から、計約 6時間弱（350分）の対話データを得た。参加者の内訳は大学関係

者が 8名、それ以外が 18名（うち、著者の会社の同僚が 4名、著者の友人が 9名）。年齢は

高校 3年生から 60代まで幅があり、国籍もアメリカ・カナダ・中国からの参加者もいた。

6.2　《街音浴》を用いた調査から得られた体験のプロセス

M-GTAを通じて、図 7のプロセス図が得られた。ストーリーラインを記載した後、そ

れぞれの概念やカテゴリーについて、詳細に記述していく。

ストーリーライン

「白い布に囲まれた空間の中に入ると、その狭さから能動的行為の停止が起こり、また

地面に寝そべって何もしない 5分間という非習慣的時間によって“非習慣的体験”が経験

される。また、白い布で環境から隔絶される膜の隔たりが、外界からの視線や社会からの
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図 7　《街音浴》を通じた新たな認識の学習のプロセス（結果図）

〈膜の隔たり〉〈規範の越境〉

〈視覚の制限〉〈二次的接触〉
〈シンボライズしない体験〉

〈非習慣的時間〉〈能動的行為の停止〉

〈現在の関心に依存〉
〈日々の過ごし方に依存〉

〈脱意味への欲求の有無に依存〉

〈新たな認識の学習〉

〈語るためにこの体験を振り返る〉

〈これまであったものに気づく〉

〈無意識のうちに見落としていたことに気づく〉

〈外部情報を認知〉

〈自己を考えるリソースが減る〉

〈認知のリソースが割かれる〉

〈観察による脱人間中心主義的認識〉

〈観察の心地よさ〉
〈脱意味による休息〉

〈高負荷な日常的行為からの解放〉

【非習慣的時空で規範から一次離脱】

【五感の覚醒】

【揺らぎを受容する素地の獲得】

【覚醒条件】

【　】：カテゴリー

「　」：サブカテゴリー

〈　〉：概念

【不明瞭さによる想像の余地】 【自己と環境の並列化】

〈アイデンティティの揺らぎ〉

〈世界となじめていない自分〉 〈世界の一部という実感〉

〈過信の修正〉

「自分との対峙」

〈二元論の融解〉
〈前提の解体〉

〈抽象的なイメージの連結〉

〈見えない存在を想像〉

入室

退室

〈解釈を行い理解が深まる〉

〈分析ではなくホリスティックな世界認識〉

「自分デトックス」

「メタ認知言語化の促進」

「集中の継続による『無』の感覚」

〈日常体験のリフレーミング〉
〈今ここにいるという感覚〉

「『瞑想っぽい』体験」 「空想の広がり」

「非習慣的体験」

「忘却環境」

「環境認識の変容」

：影響の方向

：影響のループ

：カテゴリー内の影響の方向

：相反する概念
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圧などからの一時的な解放を促し、規範の越境が起こる。それによって、これまで自分を

縛っていた規範を忘れ自由になる“忘却環境”が成立する。“非習慣的体験”と“忘却環

境”によって、【非習慣的時空で規範から一次離脱】することになる。それによって視覚

を通じたこれまでの環境とのかかわり方に変容が生じ、また環境からの刺激に意味を求め

ない認知の在り方から【五感の覚醒】が起こる。ただし、この覚醒には条件があり、本人

の興味関心・日々の過ごし方・物事から意味を読み取る活動に対して違和感や疲れを感じ

ているか、という【覚醒条件】に左右される。この覚醒ののち、【不明瞭さによる想像の余

地】と【自己と環境の並列化】が互いに影響しあいながら起こる。【不明瞭さによる想像

の余地】のフェーズでは、環境の観察を通じて“集中の継続による無の感覚”を得て“瞑

想っぽい体験”をする。また布越しにぼやけた環境を観察することで“環境認識の変容”

が起こり“空想の広がり”が起こる。【自己と環境の並列化】では、自己への集中によっ

て“自分との対峙”が起こり、一方で自分のことを一切考えない“自分デトックス”も起

こる。自己について考え、自己以外について考えることで、自己と世界とのかかわり方に

変化が生じ“観察による脱人間中心主義的認識”が起こる。それを経て、物事が無意識の

うちにふるい落とされていたことに気づき、分析的ではなくホリスティックな世界認識を

得るようになる。体験空間から退出するころには、体験者の中に【（認識の）揺らぎを受

容する素地の獲得】が起こる。続いて、ディスカッションのフェーズがあるこの調査にお

いて、参加者は空間での体験がどんな意味を持つのか“ディスカッションに備えた内省・

言語化”が起こる。それによって、自分の考えは整理され、相手の考えも知ることで“新

たな認識の学習”が促される。」

非習慣的時空で規範から一次離脱（図：黄色部分）

体験空間ではただ横たわるしかない。日頃刺激にあふれた環境で生活している人にとっ

て、じっと過ごす五分間は珍しい時間の過ごし方となる。行動の制限が〈能動的な行為の

停止〉をもたらし、また通常とは異なる時間の使い方、〈非習慣的時間〉を過ごすことと

なる。そうして“非習慣的体験”が経験される。

またディスカッションの中で、布の中では周りの音への注意力が高まり、同時に日常の

注意力の低さを実感したという発言があり、膜による環境との遮断がむしろ向こう側の環

境への意識を高める〈隔たりによる注意喚起〉が起こることが読み取れた。また、日頃の

生活に潜む社会的な圧から自由になり、一時的に規範を忘れる“忘却環境”が整うという

発言もあった。いつもと違う時間の使い方・注意力の使い方をする中で、一時的に規範か

ら自由になる【非習慣的時空で規範から一次離脱】が起こる。

五感の覚醒（図：赤色部分）

布に覆われることで〈視覚の制限〉が起こる。外界の不明瞭さが、むしろ感覚を鋭敏に
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する。雨を布越しに感じ、布を介して外の世界の現象に触れる〈二次的接触〉が起こって

いた。また、視覚を制限された特殊環境だからこそ、音を聞き取る態度にも変化が生じて

いた。音を聞いてはいるものの、含まれる意味についての解釈が停止する〈シンボライズ

しない体験〉も起こった。これらを通じて、五感からの情報の解釈に重きを置く通常のプ

ロセスが変化し、五感からの情報の入力に注意が向けられることで【五感の覚醒】に至る。

覚醒条件（図：グレー部分）

しかし、【五感の覚醒】に至るには条件があるようだ。日焼けへの懸念や、趣味のワイン

に紐づけ土壌の性質に思いをはせるなどの発話から、〈現在の関心に依存〉しており、五

感の覚醒の有無は各自の背景に大きく依存することが推測された。また、参加者の一人は

日常的に蚊帳を使用しており、今回の空間体験との類似性を指摘した。普段の生活と差異

が少なく五感への変化は見受けられなかったことから、〈日々の過ごし方に依存〉してる

ことがわかる。

空間体験によって五感の活性化が見られた参加者は、日々様々な情報を解釈して意味づ

けを行う自分を振り返り、全てに意味を求めてしまうことへの疲れを自覚し、そして意味

を求めないことの心地よさを話した。ここから、覚醒条件は〈脱意味への欲求の有無に依

存〉していることが示唆された。

不明瞭さによる想像の余地（図：緑色部分）

感覚が研ぎ澄まされた状態で、意味を見出すことに固執せずに観察をすることで、〈脱

意味による休息〉が感じられる。思考が休まることで負担が軽くなり、〈観察の心地よさ〉

を実感する。この心地よさが、日々の認知による負荷の減少によると気づき、日々の思考

を離れることで〈高負荷な日常行為からの解放〉が感じられる。この 3つの概念のサイク

ルによって“（五感への）集中の継続による「無」の感覚”を得る。それが日常生活をリフ

レーミングし、今ここにいるという感覚を覚えさせ、“「瞑想っぽい」体験”が経験される。

また、布を介してピントがぼやけるからこそいろいろな可能性が見えてくるという発話

から、視覚の具体的なイメージがないことでむしろ〈抽象的なイメージの連結〉が起こっ

ていた。それによって、距離感の違う音の発生源、例えば近くの昆虫や雲の上の飛行機な

どを想像していた。あるいは存在しない幻想の世界を思い描く人もいた。このように〈抽

象的なイメージの連結〉から〈見えない存在を想像〉することで、“環境認識の変容”が

起こっていた。それが、体験者がこれまで当たり前に持っていた〈前提の解体〉を促し、

〈二元論の融解〉を引き起こすことで“空想の広がり”をもたらしていた。

自己と環境の並列化（図：水色部分）

布の内から外部を観察することは、観察している自分の存在への気づきを促し、相対的
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な視点で自己を観察するきっかけとなる。それが〈アイデンティティの揺らぎ〉を引き起

こしていた。また、「自分の優先度が下がった。自分という物体の尊厳とか価値が、ちょっ

と下がって」というように、自分に対する評価が揺らぎ〈過信の修正〉も起きた。〈アイ

デンティティの揺らぎ〉と〈過信の修正〉による“自己との対峙”というフェーズを経て、

自分に対する注意力が高まっていた。「なんか自分が死体に近い感じですね。なんていう

のかな？ ちょっとこう。肉の塊感」という発話からは、自分という存在が周囲の環境に

とって異質な存在として感じられ〈世界となじめていない自分〉を実感している様子がう

かがえた。

自己への注意力を高める参加者がいる一方で、周囲の環境に注意が向く人もいた。〈外

部の情報を認知〉し、外部環境に〈認知のリソースが割かれる〉ことで〈自己を考えるリ

ソースが減る〉というプロセスが見られた。これが“自分デトックス”になる。こうして、

自分という存在が周囲の存在と同等であると感じ、〈世界の一部という実感〉を得ていた。

〈世界となじめていない自分〉と〈世界の一部という実感〉は、ある意味相反する。し

かし、どちらも自分が世界の中心ではないと認める考え方である。これが従来の人間中心

の世界観を揺さぶり、新しい世界観を私たちに垣間見せ、〈観察による脱人間中心主義的

認識〉を与える。「いろんな自然の音を中心に聞いてる中で、そういう存在というか生態

系の中にいるな、みたいに感じた」。自己や環境との関係を見つめなおし、これまでの視

点が拡張されていくのが、【自己と環境の並列化】のプロセスである。

揺らぎを受容する素地の獲得（図：オレンジ部分）

布越しの不明瞭さが想像の余白を生み、自己と環境のかかわり方に変化が生じる。環

境音に気づくことを通じて固定概念による思考の偏りを意識し、〈これまであったものに

気づく〉。また、一つ一つの要素を分解して考えるのではなく、大きな一つのまとまりと

して思考する傾向も見られた。「なんか繋がってる感じ。どこかと。多分サウナ後は視覚

を通じて宇宙と繋がってるって感じたけど、今回は視覚がなかったので、何か音と背中

の感触で地球との繋がりっていうのを感じた」という発話からは、〈分析ではなくホリス

ティックな世界認識〉が醸成されたことが推測できる。同時に、自分の無意識の作用につ

いて、癖や傾向があることを知り、〈無意識のうちに見落としていたことに気づく〉。それ

によって、自分が認知できている物事の裏側に潜んでいる可能性について思いをはせる

ようになる。これまでの認識への違和感や、世界の違う見え方の可能性に気づくことで、

【（認識の）揺らぎを受容する素地の獲得】が行われる。

メタ認知的言語化の促進（図：紫色部分）

街音浴は、空間に滞在するだけでなく、参加者同士でのディスカッションも行われる。

意見交換が行われると知っているからこそ、参加者は語るために空間体験を整理してい
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た。こうして〈語るためにこの体験を振り返る〉フェーズが生じる。次に、相手と対話

し解釈を共有することで理解を促進するという、〈解釈を行い理解が深まる〉フェーズが

あった。このサイクルによって“メタ認知的言語化の促進”が起こる。

新たな認識の学習（図：最終部分）

これまでの一連のプロセスを経て、対話を通じて参加者が互いに意見を言い合い、触発

されていく段階に到達する。同じ時間・ほぼ同じ場所で、同じ体験をしたほかの参加者と

のコミュニケーションを通じて、自分の考えは整理され、相手の考えで同意できるものは

取り入れ、持っていなかった新たな認識を学習する機会を得ることになる。これまでの

ディスカッションで発言された様々な気づきは、体験者が新たに獲得した認識の枠組みと

いえる。この街音浴を経て、体験者は“新たな認識の学習”を経験することになる。

6.3　AWE-Sの分析結果

AWE-Sを用いたアンケート調査の結果、空間体験前の平均得点は 2.72点で、基準とな

る 3.5点を下回っていた。体験後の平均得点は 1.14点上昇し 3.86点だった。これは基準

となる 3.5点を上回り、畏敬の念が涵養されたと判断することができた。構成する 6つの

概念について体験後の平均得点を見てみると「Time」は 1.97点増加し 4.93点、「Vastness」

は 1.91点増加の 4.48点だった。

7　調査内容の分析と考察

7.1　RtDを用いた、調査空間の推移

3つのインスタレーションの制作と調査によって構成される本研究は、RtDの手法を用

い、それぞれの調査で得られた気づきを次の制作に反映しながら進めた。本節では、各調

査で得られ次の空間設計へ引き継いだデザイン要素を概観する。

布と生音の重要性：《ノイズ》調査から

第一調査において布は、緩やかに視覚を遮ることで非日常感を演出し、環境音への注意

を喚起していた。同時に、視覚以外の感覚を鋭敏にしつつも、透け感によって日常との断

絶は回避しており、空間体験と日常の接続にも成功していた。それによって体験者は作

品と環境の接続を実感でき、認識の枠組みの変更につながった。また、視覚を完全に遮ら
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ず、空間体験を一過性のイベントで終わらせなかったことも、認識の枠組みの変更に至ら

せるための重要な要素だった。

このことから、「視覚の緩やかな遮断としての布」「視覚以外の感覚の鋭敏化」「日常と

の接続」という 3つのデザイン要素を抽出し、次の制作に引き継いだ。

姿勢の重要性：《試聴室》調査から

第二調査では、空間内での姿勢が体験者の能動性を押さえ、意識変化を伴って音への注

意を喚起し、後のプロセスにつながることが示唆された。加えて参加者から、岩盤浴では

聴覚を含めた全身の五感が鋭敏になる感覚がある、との意見が出た。椅子に座るという行

為は、すでに能動的で社会的な行為といえる。その枠組みから解き放たれ、ひとつの生物

として横たわることで、より五感を鋭敏にしながら環境の情報を取得できるのではない

か。第三調査では、岩盤浴や社会性からの解放というキーワードをヒントに空間設計を

行った。

姿勢と言語化の重要性：《街音浴》調査から

第三調査では、【非習慣的時空で規範から一次離脱】がはじめに経験される。最終提案

では、「地面に寝そべる」という行動に含まれる「非習慣的時空」を設計することが重要

だといえる。また、本調査のディスカッションというフェーズに含まれる「メタ認知的言

語化の促進」も、最終提案に引き継ぐ重要なデザイン要素である。他者との意見交換を通

じて主観と異なる解釈に触れ、メタ的な言語化が進むことで、新たな認識の可能性への気

づきを促したからだ。最終提案では、「非習慣的時空」と「メタ認知的言語化の促進」に

重点を置いて空間設計を行う。

7.2　《ノイズ》を用いた調査から得られたプロセスと「畏敬の念」との関係についての

　　　考察

第一調査を通じて得られたプロセスについて、畏敬の念の2要素を用いて検討する（Kelt-

ner & Haidt, 2003）。まず「壮大さ」（vastness）については、「機械から滴る水の音も作品

の一部に感じました」というコメントや、日常で音に耳を傾けていないことを自覚したと

いう記述から、閉ざされた展示空間で制作物の音と現実空間の音が並列的に知覚されてい

たことが読み取れる。「自分の足音、モーター音、配管の水、いつもある音が異なる世界

のよう」「聞き逃していた音が、日常生活の中でたくさんある」との気づきは、作品空間

を超えて、現実の世界の見え方に影響を与えており、展示空間以上の「壮大さ」を知覚し

たと解釈できる。

次に、「認識の枠組みの変更の必要性」（need for accommodation）については、「この通
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路がとても長くそして短く感じる」「今までちゃんと意識してなかったから、改めてこの

ような展示で聞くと、言葉の通り、新しい世界が見えた」という記述が該当する。従来の

空間認識が揺らぎ、現実と作品の境界が曖昧になって、「認識の枠組みの変更」が起こっ

たことが示唆される。

以上のことから、「《ノイズ》を用いた体験のプロセス」には、畏敬の念を特徴づける 2

要素が含まれていたことが確認できた。

7.3　《試聴室》を用いた調査から得られたプロセスと「畏敬の念」との関係についての

　　　考察

第二調査の「《試聴室》を用いた畏敬の念の涵養プロセス」は、第一調査の「《ノイズ》

を用いた体験のプロセス」と、以下の 3段階において共通していた。すなわち、①日常の

音に意識的に耳を傾ける、②これまで意識されてこなかった音の存在に気づく、③その気

づきを通じて認識の枠組みが変容する、というプロセスである。なお、第二調査は第一調

査で得られた知見を基盤として体験空間を設計しており、両者の間に類似点が見られるこ

とは設計上の前提として説明できる。しかしながら、空間が与える影響には多様な変数が

関与しうる。その中で、両調査において共通の 3段階が確認されたことは、このプロセス

の再現性および妥当性を補強する結果と位置づけられる。

次に、AWE-Sによる分析の結果から、《試聴室》を体験した参加者は、畏敬の念のスコ

アが平均より高いことが分かった。調査の前後でAWE-Sによる比較調査を実施していな

いことから、単純に結論付けることはできないが、6つの概念のうち「Time」「Vastness」

「Accommodation」が基準点を上回っており、音に耳を澄ませる体験と畏敬の念は、この 3

要素が共通している可能性が示唆された。《試聴室》は、時間（Time）の感覚を揺さぶり、

何か広大なものの存在（Vastness）を感じさせ、認識の枠組みの変更（Accommodation）

の必要性を感じさせる要素を持っていたことが考えられる。

7.4　《街音浴》によってもたらされるのは「新たな認識の学習」

一連の調査の根底には、音への注意を喚起するデザインと「畏敬の念」との関係につい

ての問いがあった。しかし、バスでの体験の再現を試みるような空間制作を通じた調査

は、条件を統一するような実験環境と異なり、曖昧な部分が多かった。なんとか客観性を

担保しようと、AWE-Sを用いた定量的な把握にも努めた。第三調査では、空間体験の前

後で平均得点が 2.72点から 3.86点に上昇し、特に「Time」や「Vastness」の数値が大き

く上昇したことがわかった。しかし、それによって、バスでの体験や、それに類する「音

への注意を喚起するデザイン」が畏敬の念を涵養する、と言い切るにはあまりにも乱暴に
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思えた。畏敬の念を軸に、2要素を満たす空間設計をすることもできたが、それでは畏敬

の念の定義をなぞるだけの制作になってしまいかねず、日常に当たり前に存在する環境音

をきっかけに畏敬の念を涵養する方法は、分からずじまいだっただろう。

そんな状況だったからこそ、RtDが力を発揮した。環境音への注意を喚起するデザイ

ンが認識の枠組みを変容するプロセスについて調査を進めたことで、畏敬の念を涵養する

方法について、3つのプロセス図を通じて詳細に記述でき、最終的に「畏敬の念」は「揺

らぎを受容する素地の獲得」を経た「新たな認識の学習」であると言い換えられるように

なった。初めから曖昧さを排除し「畏敬の念」を軸に据えていれば本研究は「《街音浴》を

通じた新たな認識の学習のプロセス」を提示できなかっただろう。

またRtDを用いたことで、変数の多いField的な状況下で、現実の空間と参加者のあり

のままの感想に肉薄することができた。だからこそ、注意を喚起する音の調査にとどまら

ず、身体知や暗黙知を取り込んだ空間デザインの導出につながった。空間を歩きながら聞

くのか、座りながら聞くのか、あるいは寝そべりながら聞くのか、それら身体の状態の差

異が、能動性や社会性など体験者の意識に影響を与えることが調査から示唆された。RtD

を用いたことで、初めのうちは想定もしていなかったデザイン要素を取り込み、具体的な

制作物につながった。そうして具体物を通じたプロセスの提示によって、バスで体験した

畏敬の念を、次のように言い換えられるようになった。つまり、乗客の不在が社会性を、

着座して運ばれることが能動性を低減させたことで、音への注意が喚起され音環境に意

識が向いた。その気づきは、当時の私を驚かせ、同時に、この気づきや感覚を誰かに説明

したい、より理解したいと思わせた。遠方へのバス移動という、潤沢な「暇な」時間も相

まって、バスでの体験のメタ認知的な言語化が促進された。それによって、「新たな認識

の学習」がもたらされた、と。

7.5　空間デザインと体験デザイン

一連の調査では、音への注意を喚起するための様々なデザイン要素の抽出が行われてき

た。布などの素材や空間体験時の姿勢などがその例だが、第三調査において特に効果的

だったのは、インタビューやディスカッションを通じて感じたことを言葉にするという調

査の手続きだった。諏訪（2005）は、「からだメタ認知」という概念を出しながら、スポー

ツなどの暗黙知の領域でも、体験を言語化していくことで理解が深まり、さらなる熟達が

可能になると指摘している。言語化するステップを経ることで、新たな気づきや理解を促

し、五感を通じた環境とのやり取りが熟達したと考えられる。
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7.6　心地よさの源泉

《街音浴》について、参加者からは肯定的な意見が多くみられ、五感を鋭敏にした環境

認識が好ましいものとして受け止められていた。その理由について、ディスカッションの

中では、「社会性」や「肉感」というキーワードが頻出していた。薄い布の膜の中に入る

ことで、社会的な存在としての私を忘れ、肉として駆動している一匹の生物であるという

認識を得ていた。社会性を忘れ、肉として生物として生きることがなぜ心地よさにつなが

るのか、Bergsonの「持続」概念を用いて検討を試みる。

Bergson（1896）は、『物質と記憶』の中で、知性によるラベリングが行われる以前の環

境を「持続」と呼んだ。人間の知性について、経験を生活上の有用性のために折り曲げる

作用であると説明したうえで、「経験がわれわれにとっての有用性の方向に向きを変えな

がらまさに人間的な経験となる、その決定的な転回点のさらに向こう側に赴くこと」こ

そ、常に変化し続ける流れ＝「持続」と出会う方法であると論じている。著書の中で、持

続とは何かについては説明があるものの、我々はいかにして持続と出会うことができるの

か、十分に説明されているとは言い難い。これまで本研究で行ってきた検証は、音がきっ

かけとなって、日頃は触れることのできない「持続」に触れた体験だったのではないか。

五感が感じた情報に意味を見出すという普段の活動を一時停止し、ありのままに受け止め

るという体験はまさに、Bergsonの言う「持続」との邂逅といえる。人は、成長するにつ

れて、日常の中から有用で、意味のあるもののみを取り出すように学習してしまう。こう

いった知性の働きは一般に慣れと呼ばれ、Bergsonは「屈曲」と呼ぶ。藤井（2006）は、

子どもたちは有用性のために環境を屈曲させず、持続の中にとどまるときに生の充実を感

じるとしている。一連の調査も、子どものように社会性に染まらない感性で世界を眺めた

からこそ心地よさが感じられた、と示唆された。

8　最終成果物とリサーチクエスチョンへの応答

8.1　最終成果物

概要

最終提案では、《試聴室》調査と同様、直径約1m高さ約2mの円柱状の空間《Soundfulness》

と、周期的に鐘を鳴らす装置、そして、その空間の中で感じたことを付箋に書き、張り出
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して、感想を可視化するための壁面「対話の壁」を設計した。展示空間の図と制作した体

験空間（図 8）、実際に設置した時の様子（図 9）、鐘の音を発生させる装置（図 10）、そし

て展示中の「対話の壁」（図 11）を以下に記載する。

図 8　大学 2階廊下奥の展示空間（グレーのハッチ）と制作した体験空間の写真

図 9　実際の設置現場：市ヶ谷キャンパス 2階通路の様子
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図 10　鐘の音を発生させる装置

図 11　展示期間中に参加者の感想が張り出された「対話の壁」
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デザイン要素とその意図

デザイン要素としては大きく 3つ、選定した素材と構造・設置した音の発生装置の素材

と挙動、そして、言語化を促す工夫に分けられる。

選定した素材と構造について、第一調査から第三調査まで、一貫して使用していた布を

メインの素材として使用した。布が視界を緩やかに遮ることで五感全体が鋭敏になること

が、これまでの調査で確認されている。また、布は周囲の音を遮らないため、鋭敏になっ

た聴覚を通じて様々な音に耳を傾けることで、興味関心を引き出し、発見する楽しさを引

き出す。加えて、柔らかい布は風に揺れてたなびく。大気の動きを布を介して観察できる

このしつらえは、これまでの検証の中でその効果が確認されている。

第二調査の空間と形状の類似性が指摘できるが、以下の 2点について工夫を施した。一

つ目は、空気の動きを取り込む工夫だ。《試聴室》は 3本の柱と土台で形成され、二層張

りの布は風の影響が比較的弱い。今回は、柱を外側に 1本設置し、そこから水平に天井構

造を伸ばし、布を 1層垂らしている。これによって、よりダイレクトに空気の動きを取り

込むことができるようになった。

二つ目は、空間体験時の姿勢を工夫した。《試聴室》では椅子を設置したが、最終提案

は円形のラグとクッションに変更している。椅子は、そこに座るという行為が社会的な、

規範に沿った行為であるという見解から、第二調査では地面に寝そべるという方向に変更

になった。ただ、最終提案の展示場所が大学内で、不特定多数の鑑賞者が往来する展示期

間という特殊性を考慮すると、寝そべるのは心理的ハードルが高いと判断した。中に入っ

た鑑賞者が、躊躇することなく自分の好みに合わせて姿勢を選択できるよう、自由度の高

いラグとクッションを選択した。

次に、設置した音の発生装置の素材と挙動について説明する。これまでの調査から、人

が五感を鋭敏にするには何らかのトリガーが必要であることが分かっていた。第一調査で

は、ノイズを発生させる装置が、第二調査では特殊なしつらえの空間と環境音がトリガー

であった。第三調査でも、地面に寝そべるという特殊な体験としつらえの空間、そして都

市と自然の音が混在した環境音が、新たな認識の学習を促すプロセスのトリガーとなって

いた。室内で展示する最終提案について、窓の隙間から漏れてくる環境音では頼りない可

能性がある。そこで、環境音に耳を澄ませるためのトリガーとして、鐘を鳴らす装置を設

置した。突発的に音が鳴ることで注意を引き、音が減衰する中でほかの環境音に意識が向

くことを狙った。

また、空間退出後に言語化を促すための工夫も施した。第三調査によって、言語化を促

す工夫の重要性が指摘された。最終提案では、空間の体験方法とそこでの感想を共有する

ための付箋が添付されたパンフレットを作成した。体験者は、空間に入る直前にパンフ

レットを手に取り、次の手順を踏むよう促される。最初に空間に好きなだけ滞在し、そこ
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での感想を付箋に記入して、空間退出後にそばに設置された「対話の壁」に付箋を張り付

ける。その手順を通じて、空間体験の言語化が促され、他者の意見にも触れることで、メ

タ認知的言語化が促進される。

布やラグ、クッション、周期的に聞こえる鐘の音、パンフレットと付箋を用いた言語化

の誘導という工夫を施し、体験者の〈新たな認識の学習〉を促す空間を提案した。

8.2　リサーチクエスチョンへの応答

本研究は、2つのリサーチクエスチョンを立て研究を行ってきた。一つ目の問い、「環

境音への注意を喚起する空間デザインとは」に対しては、3つのインスタレーションと 3

調査というRtDを経て制作された最終提案が回答となる。二つ目、「どのようなプロセス

で認識の枠組みが変化するのか」については、3調査を通じてプロセス図を得ることがで

きた。特に、第三調査において、音に耳を澄ませることが揺らぎを受容する素地の獲得に

つながり、新たな認識の学習を促すプロセスが明らかとなった。「《街音浴》を通じた新た

な認識の学習のプロセス」こそ、リサーチクエスチョン二つ目に対する回答である。

8.3　課題と展望

これまでの調査において、サンプルの偏りに課題があった。本研究では不特定多数を対

象とはしておらず、展示への参加者、調査に協力してくれた友人、SNS等を用いて告知し

て募った参加者など、ある一定の条件に基づいて集められた人々であった。本研究の結果

の一般性をさらに高めるには、より多くの参加者を募り、調査を行う必要がある。

本研究を通じて、音への注意を喚起する空間デザインが、体験者の認識の枠組みを揺さ

ぶることが確認できた。これは、空間が、認識の枠組みの変容を促す媒体となりうること

を具体的に示しており、空間設計の新たな可能性を示すものである。また、サウンドス

ケープ研究と認識の枠組みを接続させた本研究は、音環境が人に与える影響を記述する新

たな視点を提供する。サウンドスケープ研究と畏敬の念を接続させた点についても、非日

常・視覚中心の文脈で語られがちな畏敬の念の研究において、日常に潜在している何気な

い音が畏敬の念を喚起するという、聴覚を通じた新たな研究アプローチを提示している。

「日常の音」に注意を向けるという行為が、認識の枠組みの変化や畏敬の念を引き起こし

うること、それが「新たな認識の学習」を通じて起こっていたことを、空間デザインとい

う具体的実践を通して検証した点が、この研究の貢献といえる。今後、聴覚以外の五感に

関する研究や学際領域が発展し、身近な環境音をきっかけに五感で環境を感受する体験価

値が広く認識されていくことを願う。
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